
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 7 月 （通算 37 号） 

裾野市青少年補導センター  TEL９９４－０１４５ FAX９９２－４０４７ 

令和５年度の補導活動が始まりました。 

今年度は、４９名の方が補導員として活動していただくことになりました。各地区からの選出者、小中

学校生徒指導担当教諭、小中学校 PTA、裾野高校教諭、裾野高校後援会及び PTA、市子連、民生児童委

員の代表者の皆様に補導員として活動をしていただきます。 

５月１３日(土）に令和５年度第１回補導員全体研修会を開催しました。西地区、東地区、深良地区、

富岡地区、須山地区から各地区の班長・副班長を選出していただき、地区ごとの活動計画を確認しました。 

状況を見極めながら活動を展開していきたいと考えています。 

各地区においては、５月２６日（金）から定期補導活動が始まりました。 

裾野市 

令和５年度の県内一斉補導を実施しました。 

令和５年７月１４日（金）に、裾野駅・岩波

駅で乗降する青少年に声掛けをしながら、駅周

辺のコンビニ、商業施設、神社等を巡回しまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 令和５年度補導の計画 】 
『県内一斉青少年補導』 

冬季一斉補導を１２月１５日（金）に実施します。 

  裾野警察署、少年警察協助員、地域安全推進員の皆様にもご協力をいただき、裾野駅前

や岩波駅前での声掛けを中心とした啓発キャンペーンを実施する予定です。 

『祭典補導』 

  地区夏祭り、富士山すその阿波おどりなどの祭典 

が開催された場合、祭典終了後に帰宅を促す声掛けな 

どの補導活動を実施予定です。 

『定期補導』 

地区毎に月 1 回実施予定です。補導員の皆様で 

計画していただいたコースを巡回し、声掛け活 

動などを行います。 

※天候等により中止する場合があります。 

【 令和５年度 補導活動の重点について 】 
第 1 回補導センター運営協議会で補導活動の重点として次のような内容が承認されました。 

活動の重点：「行き会う青少年に積極的に声をかけよう」 

「青少年を見守る」という観点から、巡回中に行き会う青少年への積極的な声掛けを行うよう

にする。初めから「指導してやろう」「注意してやろう」ではなく、挨拶程度の声掛けから始

め、青少年との信頼関係を築けるようにしたい。 

①地区ごとの実施計画を基に、地区内の街頭補導活動を中心に活動する。 

②補導活動の実施日、時間帯や重点箇所、班編成など、各地区の実情に応じて柔軟に対応する。 

③補導活動は単独で行わず、必ず複数人で行う。 

【地域の青少年声掛け運動への積極的な参加】 

行き会う青少年への声掛けは、静岡県教育委員会社会教育課が推進している『地域の青少年声

掛け運動』と相通ずるものです。青少年補導センターでは補導員の皆さんにこの運動に参加し

ていただき、通称「声掛けバッジ」（下図参照）をお渡ししています。 

声掛けは、「こんばんは」「気をつけて帰るんだよ」などの気軽な挨拶程度から始め、できるだ

け明るく、フランクに投げかけ、慣れてきたら少しずつ指導的な内容も含めていければと思い

ます。「もう夜も遅くなってきたし、早く家に帰りなさい」「事件に巻き込まれると困るから早

く帰りなさい」などと声掛け中に、帰宅を促すような言葉掛けをしていきたいと思います。  

声掛けバッジ 


